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　居合道伝達講習会は、全日本剣道連盟の居合道中央・地区講習会の内容を伝達する為に行います。

今回の中央・地区講習会は、隣りの栃木県という事もあり、茨城県の全会員２００名中４９名の参加でした。

その４９名中この伝達講習会参加者は、４３名となっております。

講習会の概要説明

(全剣連のガバナンス・コンプライアンス含む)

同上

居
合
道
伝
達
講
習
会
 

九
月
三
日
 

霞
ヶ
浦
文
化
体
育
館
小
体
育
室
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令和 ５年 ９月１５日（金）

一

、
講
習
会
の
概
要
説
明

(

全
剣
連
の

ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
含

む

)

（
伝
達
・
伊
藤
政
敏

）

　
数
年
前

、
居
合
道
の
段
位
称
号
審
査

で
金
銭
の
授
受
が
発
覚
し
ま
し
た

、
剣

道
で
も
体
罰
等
で
裁
判
の
報
道
が
さ
れ

て
い
ま
す

、
こ
う
い

っ
た
こ
と
が
続
き

ま
す
と

、
剣
道
 

居
合
道
を

、
敬
遠
す

る
人
が
出
か
ね
な
い
と
の
危
機
感
を

持

っ
て
い
ま
す

。
少
子
化
・
人
口
減
少

で
剣
道
人
口
も
減
少
し
て
お
り

、
何
と

か
し
て
維
持
し
て
い
き
た
い

、
こ
れ
以

上
剣
道
 

居
合
道
を
敬
遠
す
る
人
が
増

え
て
欲
し
く
な
い

。
そ
う
い
う
こ
と
も

あ

っ
て
全
剣
連
は

、
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強

化
 
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
徹
底
を

図

っ
て
不
祥
事
を
防
止
し
て
社
会
か
ら

信
頼
さ
れ
る

、
居
合
道
界
 

剣
道
界
を

　
七
月
二
十
二
・
二
十
三
日
栃
木
県
小
山

市
の
県
立
県
南
体
育
館
で
行
わ
れ
た
中

央
・
地
区
講
習
会
伝
達
講
習
会
は

、

　
茨
城
県
剣
道
連
盟
よ
り
水
田
重
則
会
長

に
御
来
臨
い
た
だ
き

、
土
浦
市
霞
ヶ
浦
文

化
体
育
館
で
開
催
し
ま
し
た

。
こ
の
会
場

は
昨
年
ほ
ぼ
一
年
休
館
し
エ
ア
コ
ン
導

入

、
床
面
更
新
等
の

、
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
工

事
を
行
い
施
設
能
力
が
増
強
さ
れ
て
お
り

ま
す

、
当
日
の
外
気
は
三
十
二
度
を
超
え

て
い
ま
し
た
が
ほ
ぼ
快
適
に
講
習
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た

。
内
容
は

、
一

、
講

習
会
の
概
要
説
明

、
二

、
全
剣
連
居
合
の

指
導
上
の
留
意
点
の
実
技

、
三

、
審
判
法

の
実
技
に
つ
い
て
行
わ
れ
ま
し
た

。

　
三
段
か
ら
八
段
ま
で
七
十
八
名
の
申
込

が
有
り
予
定
ど
お
り
の
講
習
内
容
を
無
事

に
終
了
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た

。

作

っ
て
い
こ
う

。
そ
う
い
う
決
意
を

持

っ
て

、
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
す

。

　
最
後
に

、
特
に
茨
城
県
か
ら

、
セ

ク
ハ
ラ
・
パ
ワ
ハ
ラ
の
問
題
は
出
て

欲
し
く
な
い

、
出
し
て
は
な
ら
な
い

を
申
し
上
げ
ま
し
た

。

二

、
全
剣
連
居
合
実
技
講
習

（
伝
達

山
﨑
明
正

、
実
技
 

大
庭
良
介
・
江

川
浩
士
・
甲
斐
咲
也
香
・
鈴
木
悠

一
・
高
野
郁
美
・
徳
宿
典
孝

）

　
今
回
は

、
四
段
か
ら
六
段
の
中

央
・
地
区
受
講
者
の
六
名
に
協
力
い

た
だ
き
実
技
の
講
習
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
ま
し
た

。

　
昨
年
度
の
変
更
か
ら
今
年
の
主
な

変
更
点
は

、
四
本
目
・
十
本
目
の
胸

に
と

っ
た
刀
の
高
さ
に
つ
い
て

。

　
そ
れ
と

、
六
本
目
の
抜
き
打
ち
か

ら
諸
手
に
と

っ
た
剣
先
の
高
さ
に
つ

い
て

。
で
あ

っ
た

。

　
　
中
央
・
地
区
講
習
会
で
配
布
さ

れ
た

、
全
日
本
剣
道
連
盟
居
合

「
指

導
上
の
留
意
点

」
令
和
五
年
度
版
全

四
ペ
ー

ジ
を
基
に

、
留
意
点
を
説
明

し
併
せ
て
変
更
点
の
実
技
指
導
を

行

っ
た

。
一
本
目
か
ら
十
二
本
目
ま

で
の
そ
れ
ぞ
れ
の
留
意
点
を
確
認
し

た

。

　
今
年
の
四
本
目
・
十
本
目
の
胸
に

と

っ
た
刀
の
高
さ
及
び
六
本
目
の
抜

き
打
ち
か
ら
諸
手
に
と

っ
た
剣
先
の

高
さ
の
変
更
に
つ
い
て

、
受
講
者
の

感
想
は

、
新
し
く
入
る
人
の
指
導
が

や
り
や
す
く
な

っ
た
と
好
評
で
し

た

。

居合道部だより居合道部だより
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全剣連居合実技講習（中央講習終了者の模範演武）

全剣連居合実技講習（段別：七段）

全日本居合道大会茨城県代表選手演武

審判講習会ー１ 審判講習会ー２

　
午
後
の
始
ま
り
は

、
講
習
会
参
加
の
全
日

本
大
会
代
表
選
手
三
名
の
公
開
演
武
が
行
わ

れ
強
化
訓
練
の
成
果
を
披
露
し
て
も
ら
い
ま

し
た

。

　
午
前
の
後
半
は

、
段
別
の
三
班
に
分
か

れ

、
中
央
地
区
講
習
の
重
要
な
点
に
つ
い
て

再
度
説
明
が
あ
り
実
技
を
行
い
な
が
ら
各
自

確
認
を
行
な
い
ま
し
た

。

一
班
・
七
段
・
講
師
平
野
政
弘

二
班
・
六
段
・
講
師
山
﨑
明
正

三
班
・
三
段
～

五
段
・
講
師
伊
藤
政
敏

三

、
試
合
審
判
法
講
習
会

講
師
・
平
野
政
弘
・
山
﨑
明
正
・
伊
藤
政
敏

　
十
月
二
十
一
日
に
東
京
都
の
全
日
本
居
合

道
大
会
で
実
際
に
使
用
す
る
審
判
要
領
を
全

員
に
配
布
し
実
施
し
ま
し
た

。

　
初
め
に

、
山
﨑
明
正
講
師
か
ら
要
領
の

内
容
を
一
通
り
説
明
し

、
六
段
以
上
が
審

判

、
三
段
か
ら
五
段
が
演
武
の
二
班
に
分

か
れ
実
技
を
行
い
ま
し
た

。

　
昨
年
か
ら
導
入
さ
れ
た
審
判
同
士
の
交

代
礼
の
無
い
審
判
交
代
は

、
今
年
更
に
改

善
さ
れ
て
お
り
そ
の
実
習
を
行
い
ま
し

た

。
そ
し
て

、
審
判
旗
の
巻
き
方
は

、

座

っ
た
ま
ま
に
変
更

、
縦
巻
き
と
決
め
ら

れ
た
要
領
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た

。

　
又

、
審
判
旗
持
参
の
先
生
が
多
く
な
り

旗
の
手
渡
し
が
な
く
な

っ
た
の
は
感
染
防

止
上
好
ま
し
い
こ
と
と
感
じ
ま
し
た

。

　
今
回

、
審
判
講
習
会
参
加
の
三
段
か
ら

五
段
の
皆
様
に
は

、
積
極
的
に
演
武
の
ご

協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た

。
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す

。


